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第24号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック17】

「易から難」の法則
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

　各地で日本語スピーチコンテストの地区大会が行われているようですが、みなさんの所ではいかがですか。このメルマガでも20号でいいスピーチについて考えてみました。人それぞれ感じ方はちがうかもしれませんが、日本語学習者の、その人のことばで語られるスピーチは、きっとすばらしい感動的なものもたくさんあると思います。20日の全伯大会で、そういったすばらしいお話が聞けるのを楽しみにしています。　

で、24号はやさしいことと難しいことのお話です。
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●●●　　「易から難」の法則　　　●●●

わたし（三浦）の趣味がボールを投げるジャグリングだという話は、あちらこちらの研修会で披露したり、このメルマガでも話したことがあるので、きっとみなさんご存知かもしれませんが、本当です。毎日少しずつ練習しています。なかなか上手になりませんが「継続は力」、ということばを信じて少しずつがんばっています。

このジャグリングですが、はじめはひとつのボールで練習します。いかに正確に同じ位置で右から左、左から右へとボールを投げられるか、練習します。次に二つで練習します。これも同じです。いかに正確に同じ位置で、続けて左右のボールを入れ替えることができるか、練習します。二つのボールでできるようになったら、三つに挑戦です。ひとつボールの練習と、二つでの練習がきちんとできていれば、必ずできるようになります。

なぜひとつから二つ、二つから三つへと練習するかというと、みなさんお分かりですよね。三つよりも二つ、二つよりもひとつのほうが簡単にできるからです。やさしいことから始めてだんだん難しくしていくのは、常識です。

日本語の学習も同様です。あたりまえだ、とおっしゃるかもしれません。でも、教師が気づかずに、はじめから難しいことをやらせていることって、結構あるかもしれませんね。どうですか。

「はじめまして、三浦です。どうぞよろしくお願いします。」

初対面の挨拶ですが、最初の授業で上のような挨拶をやって見せて、学習者にも同じように言ってください、といった授業、みなさんもしたことがあるかもしれません。いきなりそういわれて、

「はじめまして、パウロです。どうぞよろしくお願いします。」

と正確に言える人はなかなかいません。四つぐらいに分けて練習するのがいいでしょうね。１．「パウロです」、２．「はじめまして」、３．「どうぞよろしくお願いします。」、４．「はじめまして、パウロです。どうぞよろしくお願いします。」文を少しずつ長くしていくと、わりと簡単にいえるようになります。

文型の導入も同じです。存在文の導入を考えて見ます。

１．「机の上にねこがいます。」という文と、

２．「マットグロッソ大湿地帯にカピバラがいます。」という文はどちらの方が易しい文でしょうか。

正解は２．です。文型の導入の場合、語彙の難しさよりも、文構造の複雑さが大切になります。存在文は「ＡにＢがいます。」という構造が比較的単純です。２．はＡが「マットグロッソ大湿地帯」、Ｂが「カピバラ」でこの単純な構造をしています。

１．は「ＡのＢにＣがいます。」という構造で、２．よりも助詞がひとつ多く、複雑な構造をしています。もちろん「マッドグロッソ大湿地帯」ということばは語彙自体が難しいので、もっと易しいことばを使うのがふつうです。

これらを導入する場合、易から難の法則に従えば、まず「ＡにＢがいます。」、「ＡにＢがあります。」という文型を導入し、疑問の形や否定の形なども十分に練習します。そしてその次にさらに複雑な文型、「Ａの上（下、中、となり、右、左）にＢがいます。」といった形に発展させると、学習者にとって負担が少なく、習得しやすくなるわけです。

導入の次の行う練習でも同様です。「行きます」のバリエーションを練習するときは１．「東京へ行きます。」、２．「あした東京へ行きます。」、３．「あした飛行機で東京へ行きます。」、４．「あした娘と飛行機で東京へ行きます。」といった順番で練習していきます。

このそれぞれで疑問の形や否定の形も練習すると、少しずつ定着していきます。そして、この基本練習が一通り終わったら、ゲームやペアワーク、ロールプレイなどの応用練習へと発展していくわけです。文法項目の説明が終わったからといって、急に応用練習をしたりするとなかなくうまくいきません。それは易から難の鉄則を無視しているからです。

基本練習では「易から難」の法則以外に「多から少」という法則もあります。突然一人で言ってみろといわれてもなかなかいえません。最初は大人数でコーラスで練習し、だんだん人数を少なくして、最後に一人ずつ言わせるという法則です。これならはじめは自信がない人でも恥ずかしがらずにだんだん言えるようになるかもしれませんね。
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「易から難」、「多から少」の法則はいかがでしたか。当たり前と思っていても意識しているか、していないかでは結果にずいぶん差が出る場合もあるかもしれませんね。

「メルマガこうししつ」では、どんな質問にもていねいにお返事しています。みなさんどうぞ遠慮しないでどしどしお寄せください。

ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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